区民の皆さまへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葛飾区
新型インフルエンザに関するお知らせ（５月２２日現在）

国内各地で新型インフルエンザが発生しています
～飾区では、国や東京都と共に対策を進めています。～
関西地方を中心にインフルエンザ様症状を示す感染力の強い呼吸器疾患が流行しており、国はこのインフルエンザを新型インフルエンザ等感染症に位置づけ、都道府県や各市区町村とも連携をとりつつ対策を講じてきました。国は、今回の新型インフルエンザが早めに治療をすれば重い症状になることなく回復することから、感染者が多い地域では一般医療機関での早期の治療に、感染者がいない又は少ない地域では感染予防に力をいれた対策に切り替えています。
５月２０日、東京都内でも感染者が確認されました。これを受け、飾区は健康危機管理対策本部を設置し対応しております。現在のところ飾区では新型インフルエンザは発生していませんので、学校などの休止やイベントの中止などの対策はとっておりません。今後、区内や近隣自治体で発生した場合には、感染拡大防止のため、さまざまな対策を進めていくことになります。新聞、テレビ、区ホームページやFMかつしか等の情報に注意してください。
１　どうやって感染する？

　基本的には通常のインフルエンザと同じです。ウイルスは発病した人の咳、くしゃみなどのしぶきに含まれます。そのしぶきを吸い込んだり、しぶきに触れた手で鼻や目を触ることで感染します。
２　感染しないためにどうする？

1 石けんと流水による手洗いを励行する。
2 正しくマスクを着用する。
· 家庭用マスクには、ガーゼマスクと不織布製マスクがありますが、ガーゼマスクはウイルス飛まつに対する防御に十分な効果が得られないため、不織布製マスクがお勧めです。
· 使用後のマスクの表面には、病原体がついている可能性があるため、使用中はあまり触らないようにし、使用後はふた付のゴミ箱に捨て、手を洗いましょう。
· マスクを着用するときは、鼻、口、顎を覆い、針金部分を鼻の形に合わせましょう。

3 人ごみや繁華街への外出を控える。
4 人と人との距離（2m）を保つ。
5 休養や食事を十分にとり、体力や抵抗力を高める。
３　他人に感染させないために
1 咳が出るときは、不織布製マスクを着用する。マスクがないときはティッシュなどで口と鼻を押さえ、他人から顔をそむけ、1m以上離れる。

2 38℃以上の発熱があるときは、学校や職場を休む。

3 痰や鼻水はティッシュに包み、すぐ捨てられるようにゴミ箱を準備する。

	４　発熱相談センターを設置しています
　７日以内にメキシコ、アメリカ等感染者の発生している国へ旅行した方、兵庫県、大阪府など国内の感染者が発生している地域に滞在した方で、38℃以上の急激な発熱、咽頭痛、咳、鼻水などの症状のある方は、医療機関に受診する前に以下へ電話してください。

1 9時～２１時（土日・祝日含む）：飾区保健所発熱相談センター　℡０３－３６９１－９６３６
2 上記以外の時間帯：東京都休日夜間発熱相談センター　　　　　　℡０３－５３２０－４５０９


５　行政情報

飾区公式サイト　http://www.city.katsushika.lg.jp/
東京都ホームページhttp://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/kansen/butainfuruenza/
厚生労働省http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/
～状況は刻々と変化します。正確な情報に基づき冷静な対応をお願いいたします。～

